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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月2日(2008.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】　配列番号：４で表されるアミノ酸配列と同一もしくは実質的に同一のアミ
ノ酸配列を含有する蛋白質またはその塩と結合する能力を有するポリペプチドもしくはそ
のアミドもしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項２】　配列番号：１６で表されるアミノ酸配列と同一もしくは実質的に同一のア
ミノ酸配列を含有する請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエス
テルまたはその塩。
【請求項３】　以下(i)～(iv)からなる群より選択されるアミノ酸配列を有する、単離さ
れたポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステルまたはその塩：
(i)   配列番号：１６のアミノ酸配列、
(ii) 配列番号：１６において１～３個の末端アミノ酸が欠失したアミノ酸配列、
(iii) 配列番号：１６において１～５個の末端アミノ酸が付加したアミノ酸配列、または
(iv) 配列番号：１６において１～３個のアミノ酸が置換したアミノ酸配列、
ここで、該ポリペプチドは、配列番号：４で表されるアミノ酸配列を含有する蛋白質を発
現する細胞において、ＧＴＰγＳ結合促進活性および／またはｃＡＭＰ産生抑制活性を有
する、ポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項４】　配列番号：１６で表されるアミノ酸配列を有する請求項２記載のポリペプ
チドもしくはそのアミドもしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項５】　実質的に同一のアミノ酸配列が配列番号：６、配列番号：１７、配列番号
：２０、配列番号：２１、配列番号：２２、配列番号：２３、配列番号：２４、配列番号
：２５、配列番号：５６、配列番号：５７、配列番号：７３、配列番号：７４、配列番号
：９１、配列番号：９２、配列番号：９５、配列番号：９６、配列番号：９７、配列番号
：９８、配列番号：９９、配列番号：１００、配列番号：１０１、配列番号：１０２、配
列番号：１０３、配列番号：１０４、配列番号：１０５、配列番号：１０６、配列番号：
１０７、配列番号：１０８、配列番号：１０９、配列番号：１１０、配列番号：１１１、
配列番号：１１２または配列番号：１１３で表されるアミノ酸配列である請求項２記載の
ポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項６】　配列番号：１５、配列番号：４２、配列番号：５５、配列番号：７２また
は配列番号：９０で表されるアミノ酸配列を含有する請求項１記載のポリペプチドもしく
はそのアミドもしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項７】　請求項１記載のポリペプチドをコードするＤＮＡを含有するＤＮＡ。
【請求項８】　配列番号：１８、配列番号：１９、配列番号：２６、配列番号：２７、配
列番号：２８、配列番号：２９、配列番号：３０、配列番号：３１、配列番号：５８、配
列番号：５９、配列番号：７５、配列番号：７６、配列番号：９３、配列番号：９４、配
列番号：１１４、配列番号：１１５、配列番号：１１６、配列番号：１１７、配列番号：
１１８、配列番号：１１９、配列番号：１２０、配列番号：１２１、配列番号：１２２、
配列番号：１２３、配列番号：１２４または配列番号：１２５で表される塩基配列を有す
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る請求項７記載のＤＮＡ。
【請求項９】　配列番号：１４、配列番号：４１、配列番号：５４、配列番号：７１また
は配列番号：８９で表される塩基配列を有する請求項７記載のＤＮＡ。
【請求項１０】　請求項７記載のＤＮＡを含有する組換えベクター。
【請求項１１】　請求項１０記載の組換えベクターで形質転換された形質転換体。
【請求項１２】　請求項１１記載の形質転換体を培養し、請求項１記載のポリペプチドを
生成・蓄積せしめることを特徴とする請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドも
しくはそのエステルまたはその塩の製造法。
【請求項１３】　請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステル
またはその塩に対する抗体。
【請求項１４】　請求項７記載のＤＮＡまたは請求項１３記載の抗体を含有してなる診断
薬。
【請求項１５】　請求項７記載のＤＮＡに相補的または実質的に相補的な塩基配列を有し
、該ＤＮＡの発現を抑制し得る作用を有するアンチセンスＤＮＡ。
【請求項１６】　請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステル
またはその塩を含有してなる組成物。
【請求項１７】　請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステル
またはその塩を含有してなる医薬。
【請求項１８】　請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステル
またはその塩を含有してなる食欲増進剤。
【請求項１９】　請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステル
またはその塩を含有してなるプロラクチン産生促進剤。
【請求項２０】　請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステル
またはその塩を用いることを特徴とする請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミド
もしくはそのエステルまたはその塩の活性を促進または阻害する化合物またはその塩のス
クリーニング方法。
【請求項２１】　標識した請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはその
エステルまたはその塩を用いる請求項２０記載のスクリーニング方法。
【請求項２２】　さらに、配列番号：４で表されるアミノ酸配列と同一もしくは実質的に
同一のアミノ酸配列を含有する蛋白質もしくはその塩、または該蛋白質の部分ペプチドも
しくはそのアミドもしくはそのエステルまたはその塩を用いることを特徴とする請求項２
０記載のスクリーニング方法。
【請求項２３】　請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそのエステル
またはその塩を含有してなる請求項１記載のポリペプチドもしくはそのアミドもしくはそ
のエステルまたはその塩の活性を促進または阻害する化合物またはその塩のスクリーニン
グ用キット。
【請求項２４】　さらに、配列番号：４で表されるアミノ酸配列と同一もしくは実質的に
同一のアミノ酸配列を含有する蛋白質もしくはその塩、または該蛋白質の部分ペプチドも
しくはそのアミドもしくはそのエステルまたはその塩を含有してなる請求項２３記載のス
クリーニング用キット。
【請求項２５】　請求項７記載のＤＮＡを用いることを特徴とするトランスジェニック動
物。
【請求項２６】　請求項１０記載の組換えベクターにより動物に導入されることを特徴と
する請求項２５記載のトランスジェニック動物。
【請求項２７】　動物が非ヒト哺乳動物である請求項２５記載のトランスジェニック動物
。
【請求項２８】　請求項７記載のＤＮＡが不活性化されたノックアウト動物。
【請求項２９】　請求項７記載のＤＮＡが他の遺伝子の導入により不活性化された請求項
２８記載のノックアウト動物。
【請求項３０】　他の遺伝子がレポーター遺伝子である請求項２９記載のノックアウト動
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物。
【請求項３１】　動物が非ヒト哺乳動物である請求項２８記載のノックアウト動物。
【請求項３２】　請求項２５または請求項２８記載の動物を用いることを特徴とする請求
項７記載のＤＮＡの欠損・損傷に起因する疾病に対して効果を有する化合物またはその塩
のスクリーニング方法。
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